
珈　

昭
和
の
自
由
主
義
者
と
い
え
ば
長
谷
川
如
是
閑
、

清
沢
洌
、
石
橋
湛
山
、
河
合
栄
治
郎
だ
ろ
う
か
。
彼
ら

に
共
通
す
る
の
は
個
が
確
立
さ
れ
て
い
て
、
世
の
中
が

ど
う
動
い
て
も
座
標
軸
は
全
く
揺
る
が
な
い
こ
と
だ
。

湯
浅
博
『
全
体
主
義
と
闘
っ
た
男　
河
合
栄
治
郎
』（
産

経
新
聞
出
版
、
２
０
５
２
円
）
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世

界
に
あ
っ
て
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
主
張
を
貫
き
通
し
た
男

の
気
骨
の
生
涯
を
描
き
切
っ
て
い
る
。
最
初
は
大
内
兵

衛
な
ど
マ
ル
ク
ス
主
義
、
次
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
闘
っ
た

が
、
後
者
に
よ
っ
て
東
大
教
授
の
職
を
追
わ
れ
て
も
死

を
賭
し
て
自
由
主
義
の
気
概
を
守
ろ
う
と
す
る
。
死
の

直
前
ま
で
著
述
に
専
念
す
る
壮
絶
な
生
き
様
が
ベ
テ
ラ

ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
活
写
さ
れ
る
。

　

評
者
は
読
み
進
む
中
で
再
三
、
石
橋
湛
山
と
の
比
較

に
入
り
込
ん
だ
。
二
人
と
も
剛
直
で
あ
り
な
が
ら
リ
ア

リ
ス
ト
で
、
膨
張
主
義
に
反
対
し
な
が
ら
も
愛
国
者
だ

っ
た
。「
日
米
戦
争
は
不
可
避
」
で
そ
う
な
れ
ば「
日
本

は
朝
鮮
、
満
州
、
台
湾
、
沖
縄
も
失
う
だ
ろ
う
」
と
い

う
河
合
の
先
見
性
も
湛
山
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
た
。
も

し
二
人
が
語
り
合
え
ば
意
気
投
合
し
た
の
で
は
な
い
か
。

だ
が
惜
し
い
こ
と
に
な
ぜ
か
接
点
は
な
か
っ
た
。
河
合

が
戦
後
ま
で
生
き
た
ら
首
相
に
な
っ
た
だ
ろ
う
と
著
者

は
推
量
の
翼
を
広
げ
て
い
る
。
確
か
に
河
合
と
湛
山
が

戦
後
政
治
を
リ
ー
ド
し
た
ら
日
本
の
道
筋
は
ま
る
で
変

わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
惜
し
ま
れ
る　����

�������　
で
あ
る
。

玳　

国
重
惇
史
『
住
友
銀
行
秘
史
』（
本
欄
昨
年　

月
１２

１８２

読　
書　
通　
信

No. 147

号
）
と
並
び
横
尾
宣
政
『
野
村
證
券　
第
２
事
業
法
人
部
』

（
講
談
社
、
１
９
４
４
円
）
は
異
色
の
企
業
内
幕
本
で
、

と
も
に
話
は
実
名
で
進
む
。
著
者
の
強
烈
な
個
性
と
い

う
点
で
は
甲
乙
つ
け
が
た
い
し
、
驚
く
ほ
ど
の
自
負
心

が
随
所
に
読
み
取
れ
る
。
上
司
や
歴
代
経
営
ト
ッ
プ
に

つ
い
て
の
遠
慮
の
な
い
描
写
も
共
通
し
て
い
る
。

　

独
立
し
て
会
社
を
立
ち
上
げ
る
過
程
で
著
者
は
オ
リ

ン
パ
ス
の
巨
額
粉
飾
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
オ
リ
ン

パ
ス
の
経
営
者
の「
偽
証
」な
ど
か
ら
刑
事
被
告
人
と
な

っ
て
検
察
と
闘
う
様
も
ま
た
超
人
的
で
あ
る
（
ま
だ
決

着
は
つ
い
て
い
な
い
）。
著
者
の
人
間
性
を
ど
う
感
じ

る
か
は
と
も
か
く
、
証
券
界
を
知
る
格
好
の
書
だ
。

珎　

好
調
続
く
週
刊
文
春
の
編
集
部
が
自
ら
語
っ
た
本

週
刊
文
春
編
集
部
『
文
春
砲
』（
角
川
新
書
、
８
６
４

円
）
は
編
集
部
の
内
幕
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
一
気
に
読

ま
せ
る
。
編
集
長
の
問
題
意
識
、
編
集
部
員
の
仕
事
ぶ

り
、
ス
ク
ー
プ
の
作
ら
れ
方
。
甘
利
明
大
臣
の
金
銭
授

受
、
升
添
知
事
の
公
私
混
同
、
ベ
ッ
キ
ー
や
元
少
年
Ａ

な
ど
記
憶
に
生
々
し
い
ス
ク
ー
プ
の
一
部
始
終
が
語
ら

れ
る
。
雑
誌
の
力
強
さ
を
示
さ
れ
て
、
や
は
り
雑
誌
が

弱
体
化
し
た
社
会
は
怖
く
て
脆
い
と
改
め
て
思
っ
た
。

玻　

漱
石
没
後
１
０
０
年
と
い
う
の
で
記
念
行
事
が
盛

ん
だ
が
、
作
品
論
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
松
岡
譲
『
漱
石

の
印
税
帖
』（
文
春
文
庫
、
７
４
５
円
）
に
は
興
味
津
々

の
事
実
が
天
こ
盛
り
だ
。
世
紀
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家

も
当
初
の
部
数
は
意
外
に
少
な
く
て
大
増
刷
が
か
か
っ

た
の
は
亡
く
な
っ
て
か
ら
だ
と
か
、
漱
石
の
筆
に
似
せ

た
書
画
の
偽
物
横
行
の
話
だ
と
か
、
漱
石
の
顔
の
話
だ

と
か
。
さ
す
が
漱
石
の
娘
婿
ら
し
く
漱
石
フ
ァ
ン
に
は

こ
た
え
ら
れ
な
い
エ
ッ
セ
ー
集
で
あ
る
。��（
浅
野　
純
次
）
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